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日本ロレアル（株）、ボストン・コンサルティング・

グループに勤務した後、一橋大学大学院国際企

業戦略研究科修士（MBA）、同博士後期課程

（DBA）修了し、博士（経営学）を取得。

京都大学大学院経営管理研究部特定准教授を

経て、現職。

社会や組織、人の行動をめぐる現象を、構造的・論理的に読み解

く研究者。

複雑な社会課題を感情論に流されず、背景や前提を整理しなが

ら分かりやすく解説する姿勢に定評がある。

メディアでは、議論を落ち着かせ、視聴者の理解を助ける信頼性

の高い識者として紹介されることが多い。

職 歴

消費者行動論、マーケティング専 攻 分 野

Live News α（フジテレビ系）に経済ニュースのコメンテーターとして出演中の他、日

本経済新聞の「Think！」にも専門家として投稿している。

『イノベーションの普及における正当化とフレーミングの役割』（白桃書房）『世界のラ

グジュアリーブランドはいま何をしているのか?』（監訳）（東洋経済新報社）など
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マネージャーから見た

鈴木智子のパブリックイメージ

構造から整理する、

わかりやすい解説力

番組の品格を保つ、冷静で

信頼感のある存在

編集・ナレーションに

落としやすい発言

鈴木智子教授は、番組の理解度と安定感を同時に引き上げてくれる、

制作側が最も信頼できるタイプの専門家です。

アピールポイント

鈴木智子教授は、難しい話題でも一つひとつ丁寧に整理し、

聞く人が自然と理解できるよう導いてくれる研究者です。

落ち着いた語り口と誠実な姿勢が印象的で、

講演やメディアの場でも、安心してお任せできる存在だと

感じています。

マネージャー

一橋大学教授・鈴木智子は、現代社会の複雑な変化を、

感情論や表層的な善悪に回収するのではなく、構造と前

提から丁寧に読み解く研究者である。

研究者としての確かな学術的基盤を持ちながら、その知

を専門家の世界に閉じることなく、講演やシンポジウム、

メディアを通じて社会へと開いている点も特徴のひと

つ。複雑なテーマであっても、背景・構造・論点を順序立

てて語るため、専門外の視聴者や聴衆にも理解しやす

く、「話を聞いて初めて整理できた」と感じさせる解説に

定評がある。

講演やシンポジウムでは、専門的な内容を分かりやすく

再構成し、聴衆が「どう考えるべきか」を理解できる視点

を提示。

メディアにおいては、番組の空気を落ち着かせ、視聴者

の理解を助ける信頼性の高い識者として紹介されること

が多い。

複雑な社会課題を感情論に流さ

ず、背景・前提・論点を整理 伝え

る力。

短いコメントでも“腑に落ちる理

解”を生み出せる。

強い主張で前に出るのではな

く、議論を整え、番組全体のトー

ンを安定させる。

夜帯・報道番組に起用しやすい

希少な識者。

発言が簡潔で構造的なため、テ

ロップやナレーションに加工し

やすい。

制作現場から「使いやすい」と評

価されるコメント力。


